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新たなスタートにも慣れました！
125名の新１年生とともに全校児童710名でスタートした新年度も、早１か

月半を経過し、みんな楽しそうに学校生活を送っているようです。

第1回学校運営協議会、応援団会議
5月16日(火)、本年度最初の学校運営協議会と応援団会議を開催し、以下の

ような本年度の活動を確認しました。

教職員、保護者、地域の応援団やボランティア団体、半田市社会福祉協

議会、日本福祉大学などの連携による以下のようなサポート活動に取り組

み、地域とともにある学校として子どもの健やかな成長を応援します。

〇子育ての悩みなどに寄り添うなんでも相談窓口

〇親同士が気軽に交流するママたちのおしゃべり会

〇子どもと地域の大人が楽しくふれあうみやっ子サロン(子ども食堂)

【新たな取組】毎月第4土曜日の開催に加え、夏・冬・春の長期休業中は月２回開催し、

季節にちなんだメニューを考えます。

〇子どものニーズに応じた個別的な学習支援をするスタディサポート

【新たな取組】毎週月曜日の授業後(15:00～15:45 多目的室)、希望する子どもたちの

勉強に寄り添います。(詳しくは、後日、案内チラシでお知らせします)

他にも、登下校見守りやあいさつ運動、草刈りや側溝清掃なども随時行

う。こうした取組を通じて、教職員の多忙化を緩和し、子どもと向き合う

時間を少しでも確保できたら・・・、また、世代を超えたふれあいによる地域

住民の生きがいづくりにつながれば・・・と願います。
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榊原安宏 学校運営協議会長より
下校サポートも無事に終わり、新１年生も元気いっぱいに登下校しています。

今年度も宮小の子どもたち一人一人に寄り添った応援を皆さんと楽しくできれば

と思っています。よろしくお願いいたします。

“地域の子どもは地域で育てる”宮池小学校区には転入家庭も多く、子どもたち

もたくさんいます。そして、多くの子どもたちがいればその数だけそれぞれの夢

があります。その夢を地域のみんなでサポートできたらと思います。

“先生方の長時間労働削減を”先生方の働き方改革が

待ったなしの状態です。長時間労働をどう削減したら

いいか。子どもたちにとっても地域にとっても大切な

先生方です。これも地域で何とかできないでしょうか。

新しいメンバーも増えました。みんなで仲良く考え、

たくましい子どもたちの夢が実現できるよう全力で応

援していきましょう。

笠井香里宮池小学校長より
今年度もお世話になります。宮池小応援団・ならわ

思いやり隊の皆様に新１年生の下校サポートをしてい

ただき、令和５年度がスタートいたしました。初日は

大雨と風の吹く中でしたが、皆様方のサポートのおか

げで無事にお迎えの保護者の元へ帰ることができまし

た。保護者の皆様もサポートをしてくださる地域の皆

様の顔を見ることができて安心している様子でした。

また、４年目を迎えた子ども食堂「みやっ子サロン」では、学校運営協議会を

始め、日本福祉大学の学生さんも多数参加していただき、子どもたちと工作や勉

強を通してふれあい、愛情のこもったおいしいカレーライスをいただきます。み

んな一つの家族のような温かな雰囲気でほっこりする時間です。昨年度冬に試み

たスタディーサポートも本格実施の方向で準備を進めていただいております。今

後も、地域の皆様とともに宮池の子どもたちを育んでまいります。たいへんお世

話になりますが、よろしくお願いいたします。

令和５年度の学校運営協議会スタッフです。 よろしくお願いします

＜委 員＞ (下線:新メンバー)

榊原安宏(会長)、服部裕子(副会長)、加藤幸弘(書記)、澤田葉子(コーディネーター)、

桂優子、久村俊弥、加藤智子、増田学、水野尚美、菊地克峰、杉本貞三(顧問)

＜オブザーバー＞

応援団(榊原宏代表、市野喜啓事務局長)、ＰＴＡ(戸嶋辰仁会長、蜷川陽子副会長)

社会福祉協議会(前山憲一事務局次長、都筑径子、水野あゆみ）、市教委(浅井進吾SSW)

日本福祉大学生(寺西瀬菜、三瓶このみ）、前Ｐ役員(田中祐佳) 、前委員(加来正晴)

＜学 校＞

笠井香里校長、竹内光教頭、梶川高彦教務主任、西村貴志校務主任

地域の皆様にはご都合がつく時にご参加いただき、子どもたちとのふれあ
いを楽しんでいただければと思います。ご協力をお願いします。

学校運営協議会
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